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WB 1:5000-1:20000,IHC 1:200-1:500,ICC/IF 1:100-1:200,FC 1:100-1:200

Calculated MW:54 kDa; Observed MW:80 kDa

SCARB2

AMREF; EPM4; LGP85; CD36L2; HLGP85; LIMP-2; LIMPII; SR-BII
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、III型糖タンパク質であり、主にリソソームとエンドソームの境界膜に局在する。マウスおよびラットにおける以前の研究では、このタンパク質が膜輸送およびエンドソーム/リソソーム区画の再編成に関与する可能性が示唆された。マウスにおけるタンパク質欠乏は、細胞膜輸送プロセスを障害し、骨盤接合部閉塞、難聴、および末梢神経障害を引き起こすことが報告された。ヒトにおけるさらなる研究では、このタンパク質は普遍的に発現するタンパク質であり、エンテロウイルス71、おそらくはコクサッキーウイルスA16によって引き起こされるHFMD（手足口病）の病因に関与していることが示された。この遺伝子の変異は、動作性ミオクローヌス腎不全症候群（AMRF）としても知られる常染色体劣性進行性ミオクローヌスてんかん4（EPM4）を引き起こした。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写変異体が見つかっている。[RefSeq提供、2011年2月]
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	SCARB2 ウサギモノクローナル抗体を 1:5000 で使用した HeLa 細胞抽出物のウェスタンブロット分析。

